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論 文 内 容 の 要 旨

L - グルタミン酸醗酵はわが国で開発され大規模な工業生産が行なわれており, その生産菌のバクテリ

オファージの研究はきわめて重要な問題であるにもかかわらず, 従来全 く行なわれていなかった｡

本論文はL - グルタミン酸醗酵での醗酵異常現象がファージ感染によることを見出し, 多数のファージ

を分離して詳細な検討を行なうとともにその防除法を確立した研究結果を論述したものである｡

まずL- グルタミン酸生産菌である Brevibacterium lactofermentum を宿主菌とする新しい18株 の

ファージを同菌の培養液および工場内の空気中より純粋に分離したo これらのファージについて定量法を

確立するとともに血清学的方法によって5 グループに分類したo これらのファージの物理化学的因子に対

する特性 (紫外線,pH, 熟, 乾燥, 塩類溶液に対する安定性), 増殖特性 (吸着速度, 吸着補助因子, 放

出価, 潜伏期など) および形態学的特性 (大きさ, 形状, 沈降係数軍ど) は各血清型による分類とよく一

致したo また各血清型を代表するファージは D N A ファ- ジであって, その塩基組成は宿主菌の D N A と

ほぼ同じであることを明らかにした｡

さらにフア- ジ感染の防除について検討したところ, ファージ耐性株の使用は一時的方法にすぎないこ

とが判明した｡ これはファージの宿主域変異によるものであって耐性株を使用することでは醗酵の工業的

安定性は期待 し得ない｡ よってファージ防除の手段として, 混入するファージの感染を選択的に阻止する

薬剤を検索した. フィチン酸, テ トラサイクリン, ツイーン60のような抗生物質, 非イオン界面活性剤が

L- グルタミン酸の生成を阻害しない濃度範囲で特異的にファージ感染を阻止することを見出し, 化学薬

剤による防除法を確立した｡ さらにこれら薬剤の感染阻止の機作を明らかにして, 醗酵工業におけるファ

ージ防除について新しい観点より考察を加えた｡

論 文 審 査 の 結 果 :の 要 旨

従来バクテリオファージの研究は主として病原細菌, とくに大腸菌を宿主とするファージについて集中
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的に行なわれ, 最近の分子生物学に寄与している｡ しかし工業用細菌のファージの研究は古 くアセ トン･

ブタノール生産菌について行なわれた以外にはほとんどない｡

著者は Brevibacte7iumlactof ermentumを使用して工業的にL - グルタミン酸を生産する場合に起こ

る醗酵異常現象がファージによるものであることをつきとめ研究の端緒を開いた｡

工場のタンク中の培養液および空気中より分離した新しい18枚のプア- ジが血清学的に5グループに類

別されることを明らかにした｡ さらに各ファージの物理化学的因子に対する特性, 増殖の特性および形態

学的特性を詳細に検討して血清学的分類とよく一致することを明確にしたO また各型の代表ファージにつ

いて核酸化学的検討をも加えた｡

さらにファージの防除法として抗生物質や表面活性剤が一定の濃度範囲でL - グルタミン酸の生成には

全 く影響なくファージの感染を阻止することを見出し, 工業的生産を安定せしめることに成功した｡

以上の Breuibacteriumlactofermentum のファージに関する研究は微生物工業上に貢献するばかりで

なく, ファージの化学, 醗酵生理学に寄与するところがきわめて大きい｡

よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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